
平成１５年度事務事業評価表

担当

①総合計画での位置付け

②事務事業の内容

③事業の概要

④成果指標

⑤事業の進捗状況 （  一般会計　　　） (千円）

成果指標 計画
① 実績

成果指標 計画
② 実績

事業費

人件費

(人数)

合計

国

県

市債

その他

一般財源

⑥事務事業内容の評価

130,742 120,617 120,853

730,000 637,500 637,500

860,742 758,117 758,353

財源内訳

事業費

850,000 750,000 750,000
10,742 8,117 8,353

1.3 1.0 1.0

－ － 21.3%
24.2% 22.8% －

－ － 77.5%

62.8% 70.2% －

平成14年度決算 平成15年度決算 平成16年度予算

① ②

成果指標の説明 負担金累計／総負担金×１００ 負担金額／総事業費×１００

電気工 高架橋工 電気工・駅部建築

事業内容 高架橋工・軌道工 仮下り線撤去 高架橋工・軌道工

市の負担金            850，000千円            750，000千円            750，000千円

想定する成果 市街地の一体的な発展を図る

項　　目 平成14年度実績 平成15年度実績 平成16年度計画

対象（受益者） 中心市街地を東西に走る鉄道に対して

手　　段 愛知県と共に実施する鉄道高架事業に負担金を支払うことによって

基本目標 施策名

快適でやすらぎのあるまちづくり 鉄道高架

根拠法令等     都市計画法 Ａ法令　　Ｂ条例　　Ｃ規則　　Ｄその他　　Ｅなし

事業ｺｰﾄﾞ 事務事業名       鉄道高架事業

    都市開発部 都市施設課 内線等 1332



12
／12
満点中

12
／12
満点中

14
／15
満点中

14
／15
満点中

※達成度等各項目は、０～３点までの４段階評価

※総合評価は、Ａ～Ｄまでの４段階評価

⑦これまでに実施した改善点

⑧今後改善すべき点

⑨平成１７年度予算に反映する項目

⑩組織、人員に関する提言

※各部長は、部長評価欄の採点部分だけを記載

事業主体の愛知県や鉄道事業者等の各関係機関と連携を密にして、事業の促進を図ってきた。

今後も愛知県等に事業推進を要望して行く。

合　　計

総合評価 Ａ Ａ 現在の事業の進め方で十分効果があがっている。

小　　計

市民参加度 2 2 適時地元説明会を実施し、意見を聴取した。

必　要　性 3 3 県事業であり、市は負担金を支払っている。

事務効率性 3 3

経済効率性 3 3 予算に見合った成果をあげている。

達　成　度 3 3 計画どおり工事が進捗している。

項　　目 課内評価 部長評価 評価の説明（問題点）



平成１５年度事務事業評価表

担当

①総合計画での位置付け

②事務事業の内容

③事業の概要

④成果指標

⑤事業の進捗状況 （    一般会計　　　） (千円）

成果指標 計画
① 実績

成果指標 計画
② 実績

事業費

人件費

(人数)

合計

国

県

市債

その他

一般財源

⑥事務事業内容の評価

14,339 12,785 10,024

14,339 12,785 10,024

財源内訳

事業費

5,250 3,045 0
9,089 9,740 10,024

1.1 1.2 1.2

－ － 0.8%

0.5% 0.8% －

平成14年度決算 平成15年度決算 平成16年度予算

① ②

成果指標の説明 事業費累計／総事業費×１００

検討会開催数          3回 2回 3回

関係機関協議用資料作成 都市計画変更図書作成 都市計画変更協議

事業内容 委託料    5，250，000円 委託料    3，045，000円

想定する成果 交通結節点として車両及び歩行者の安全を確保し、円滑に誘導できる広場を実現する。

項　　目 平成14年度実績 平成15年度実績 平成16年度計画

対象（受益者） 蒲郡駅及び駅周辺利用者に対して

手　　段 蒲郡北駅前広場及び接続道路を整備することによって

基本目標 施策名

快適でやすらぎのあるまちづくり 鉄道高架

根拠法令等     都市計画法・道路法 Ａ法令　　Ｂ条例　　Ｃ規則　　Ｄその他　　Ｅなし

事業ｺｰﾄﾞ 事務事業名       蒲郡駅周辺整備事業

    都市開発部 都市施設課 内線等 1332
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※達成度等各項目は、０～３点までの４段階評価

※総合評価は、Ａ～Ｄまでの４段階評価

⑦これまでに実施した改善点

⑧今後改善すべき点

⑨平成１７年度予算に反映する項目

⑩組織、人員に関する提言

※各部長は、部長評価欄の採点部分だけを記載

出来る限り既存の施設を利用し、事業費が少なくて済むよう立案した。
平成14年11月に｢蒲郡高架下利用計画及び蒲郡北駅前広場整備計画策定委員会」を設置して、高架下
利用と北駅前整備について市民の意見を集約している。

平成18年度工事着手に向け、ＪＲ等関係する機関と十分な協議をする。

合　　計

総合評価 Ｂ Ｂ 鉄道高架事業の進捗に合わせて事業を進めて行く。

小　　計

市民参加度 2 2 検討委員会を開催し、意見を聴取した。

必　要　性 3 3
蒲郡の玄関口である駅前広場及び接続する道路を整備す
ることは、市の施策である。

事務効率性 2 2 関係機関との調整が難しく、事務が煩雑である。

経済効率性 2 2 予算(委託料）にほぼ見合った成果をあげている。

達　成　度 2 2 ＪＲ等関係機関と協議調整中である。

項　　目 課内評価 部長評価 評価の説明（問題点）



平成１５年度事務事業評価表

担当

①総合計画での位置付け

②事務事業の内容

③事業の概要

④成果指標

⑤事業の進捗状況 （  一般会計　　　） (千円）

成果指標 計画
① 実績

成果指標 計画
② 実績

事業費

人件費

(人数)

合計

国

県

市債

その他

一般財源

4,236千円
―

4,378千円
―

―
0.42㎡

    都市開発部 都市施設課

１公園当たりの維持管理費

総事業費／２８公園（千円）

市民１人当たりの都市公園の面積

19.55ｈa／蒲郡市人口

公園施設維持管理事業

140,294

28,400

137,290

3.4
137,290

27,597

136,850

3.4
140,294

想定する成果

基本目標

手　　段

1324

事業ｺｰﾄﾞ

都市公園利用者のために

108,756
28,094

136,850
3.4

112,697

快適な利用環境を保つ。

28公園　　19.55ha

―

0.42㎡

① ②

0.42㎡

28公園　　19.55ha

平成15年度決算 平成16年度予算

26公園　　47,231千円

3公園　　  9,712千円

28公園　　18,147千円

26公園　　51,247千円

28公園　　33,800千円

蒲郡市都市公園条例・規則 Ａ法令　　Ｂ条例　　Ｃ規則　　Ｄその他　　Ｅなし

平成14年度実績 平成15年度実績

28公園　　34,451千円

施策名

自然保護・緑化

都市公園を適切に維持管理することにより

平成16年度計画項　　目

人と自然が共生する潤いあるまちづくり

事務事業名

内線等

根拠法令等

事業費

成果指標名

成果指標の説明

財源内訳

対象（受益者）

公園数、面積

平成14年度決算

樹木管理委託料28公園　  34,185千円

28公園　  19.55ha

公園管理委託料 26公園　  56,573千円

使用料・賃借料

公園等修繕料

3,888千円

―
108,890

―

3公園　　　9,697千円

28公園　　19,773千円

3公園　    9,719千円

28公園　  18,122千円



⑥事務事業内容の評価
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※達成度等各項目は、０～３点までの４段階評価

※総合評価は、Ａ～Ｄまでの４段階評価

⑦これまでに実施した改善点

⑧今後改善すべき点

⑨平成１７年度予算に反映する項目

⑩組織、人員に関する提言

※各部長は、部長評価欄の採点部分だけを記載

Ｃ

2

昭和４０年代からの区画整理事業により生みだされた街区公園などの施設の老朽化に伴い修繕、改修
が増高している。今後は十分な安全管理の中で遊具等の見直しを図る必要がある。

2

3

評価の説明（問題点）部長評価

2

2

職員において対応できるものは対応している。

予算に見合った成果をあげている。

市民の憩いの場として快適に維持管理する必要がある。

Ｂ

計画どおり改修工事が進捗していない。

ボランティア活動を活用している。

現在の事業の進め方は、予算的にも人員的にも限界にき
ている。

2

2経済効率性

課内評価

2

合　　計

必　要　性

市民参加度

小　　計

3

達　成　度

項　　目

事務効率性

公園樹木の剪定清掃等の回数削減

総合評価

2
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